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要 望 書 
 

 

新型コロナウイルス感染症による影響の長期化に加え、世界情勢の緊迫化によ

る資源エネルギー・原材料・食糧価格高、円安等による物価高騰は、企業経営に深

刻な影響を与えており、この先行きの見えない状況の中において、長岡地域の中小

企業は価格転嫁が進まず、極めて厳しい経営環境に置かれております。 

こうしたなか長岡商工会議所では、コロナ禍、並びに輸入資源の高騰で電力料金、

ガス料金、ガソリン価格、仕入れ価格の値上げに苦しむ事業者への支援の継続・拡

充について、業種別１１部会で出された意見に基づいて地域・まちづくり委員会に

おいて集約を行いました。 

この結果をふまえて、下記２項目を要望いたします。 

長岡市より、格別なご理解とご高配を賜わりますようお願い申し上げます。 

 

 

記 

 

◎地域経済を支える中小企業の事業継続、並びに 

都市間競争に打ち勝つ「選ばれるまち長岡」の実現に向けた要望 

 

 

１．コロナ禍・物価高騰の影響を強く受けた中小企業の事業継続、並びに 

ビジネスモデル変革への取り組みに対する支援拡充 

 

２．人口減少社会において都市間競争に打ち勝つ為の施策の拡充と、 

長岡市の持続的成長に向けた官民一体の推進体制構築 

 
 

 

                     長岡商工会議所 

                      会頭  大原 興人 

 

 



 

◎地域経済を支える中小企業の事業継続、並びに 

都市間競争に打ち勝つ「選ばれるまち長岡」の実現に向けた要望 
 

・新型コロナウイルスの影響の長期化により、社会経済活動の再開が思い通りに進まない

中、ロシアによるウクライナ侵攻をはじめとする世界情勢の緊迫化は、エネルギー資源・

資材価格、電力料金、ガス料金の高騰に拍車をかけ、その影響が長期化することが懸念

されています。 

・加えて今後、コロナ緊急融資で事業を継続している多くの企業において、据置期間を終

え元金返済が始まることで資金繰りのさらなる悪化を懸念する声も多く聞かれます。 

・先行きの不透明感が強まる中で、中小企業の経営者は事業の継続に懸命に取り組んでお

りますが、自社だけでは抗うことのできない外部環境の急激な変化からの影響を減少さ

せ収益を確保するための支援は喫緊の課題であります。 

・また、ウィズ／アフターコロナ社会においては、それぞれが持つ潜在能力を最大限発揮

し積極的な施策を実施する地域が都市間競争に打ち勝つこととなります。その為には行

政と産業界が一体となって建設的な意見を出し合い行動することが重要になります。 

・つきましては、上記趣旨をご理解いただき、長岡市の経済と雇用を支える中小企業の事

業継続への支援と、魅力的な地域づくりを目的とした下記２項目について、産業界と一

体となって取り組んでいただくよう要望いたします。 

 

－記－ 

 

１．コロナ禍・物価高騰の影響を強く受けた中小企業の事業継続、並びに 

ビジネスモデル変革への取り組みに対する支援拡充 

 

・コロナ禍の影響、並びにエネルギー資源・資材価格高騰の影響を強く受けた中小企業

に対する、長岡市の制度融資の拡充と企業の実情を踏まえた貸付利率の引下げ、各種

制度の利用条件の緩和を要望します。 

・SDGs・カーボンニュートラルへの対応に向けた経営革新や、デジタル化による生産性

向上に取り組む中小企業・小規模事業者への各種支援施策の拡充、並びに実際に取り

組んでいる市内企業の事例紹介や申請補助などの支援を要望します。 

 

 ２．人口減少社会において都市間競争に打ち勝つ為の施策の拡充と、 

長岡市の持続的成長に向けた官民一体の推進体制構築 

 

・長岡地域に首都圏の人材・資金を呼び込むためのサテライトオフィス、企業誘致等さ

らなる基盤整備、並びに県外移住者の受け入れ企業に対する補助金の拡充や、女性活

躍促進に向けた子育て支援の拡充を要望します。 

・長引くコロナ禍により停滞する社会経済活動を復活させるため、消費喚起キャンペー

ンや市内企業や市民団体が取り組むイベント開催への補助を要望します。また、イン

バウンド促進に向けた案内看板の多言語化対応、市内施設の通信インフラの整備と 

デジタル化・ＤＸ対応による効果的な情報発信を要望します。 

・また、社会環境が大きく変化する時代においては、行政と産業界が一体となり迅速な

意思決定のもと着実な行動を起こすことが重要であり、地域の課題を共有し持続的成

長に向けて意見を交わす場や機会の創出を要望します。 

 

以 上 


